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 要 旨   
 大量飲酒（男性 5 杯以上、女性 4 杯以上）の頻度は健康関連の生活の質（HRQOL）と関

連があるが、大量飲酒の強度と HRQOL の相関は不明なため、これについて調べた。

2008-2010 行動危険因子サーベイランスシステムデータと多変量直線回帰モデルを用い、

大量飲酒強度（いずれかの機会にもっともたくさん摂取した量）と HRQOL 指標（身体的、

精神的に不健康だった日数）との相関を米国の大量飲酒者で調べた。高度の大量飲酒者（女

性 7 杯以上、男性 8 杯以上）では、軽度の大量飲酒者（女性 4 杯以上、男性 5 杯以上）よ

りも、HRQOL が劣ることが示唆された。平均して、女性の大量飲酒者（それぞれ 2.8 日、

5.1 日）は男性の大量飲酒者（それぞれ 2.5 日、3.6 日）よりも、身体的及び精神的に不健

康な日が多いことがわかった。交絡因子で調整後、高度の女性大量飲酒者（7 杯以上、6.3
日）は軽度の女性大量飲酒者（4 杯以上、4.6 日）より、より精神的に不健康な状態であっ

た。また、男性大量飲酒者に比べ、女性の大量飲酒者は顕著に精神的に不健康な日数が多

かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




